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６月７日、斎王まつり前夜祭の様子。前年度斎王の古川さんから本年度斎王の伊藤さんに檜扇を手渡しました。
詳しくは本紙２頁をご覧ください。
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三重県 明和町 広報紙 Public Information of Meiwa Town No.561

※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。

http://www.town.meiwa.mie.jp/ 
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三重県 明和町役場 検 索明和町ホームページ URL

明和町行政チャンネル番組表 〈6月26日（木）～7月31日（木）〉

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検



開会式

７
日
に
は
斎
宮
歴
史
博
物
館
を
会
場
に
「
前
夜
祭
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

斎
宮
歴
史
博
物
館
会
場
で
は
、
町
内
外
の
事
業
所
な
ど

が
特
産
品
を
販
売
す
る
「
斎
王
市
」
が
開
か
れ
た
ほ
か
、

開
会
式
が
行
わ
れ
、
特
別
ゲ
ス
ト
あ
ぱ
っ
ち
宮
原
さ
ん
と

的
場
凛
さ
ん
の
演
奏
、
火
起
こ
し
の
儀
、
斎
王（
い
つ
き
）

の
舞
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
出
演
者
が
次
々
に
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
主
役
の
斎
王
が
登
場
す
る
と
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ

ん
は
、前
夜
祭
の
幻
想
的
な
世
界
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

祭
夜

前

第
32
回
斎
王
ま
つ
り
開
催

�
 【

約
２
万
９
０
０
０
人
が
来
場
】

火おこしの儀

祈る斎王

あぱっち宮原さん（写真左）と的場凛さんの演奏

斎王登場

特集 第32回斎王まつり
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

第
32
回
斎
王
ま
つ
り
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６
月
７
・
８
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
や
上
園
公
園
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

前
夜
祭
前
に
は
雨
が
降
り
、
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
夜
祭
開
始

時
刻
に
は
天
候
も
良
く
な
り
、
ま
つ
り
会
場
に
は
両
日
で
延
べ

２
万
９
０
０
０
人
（
斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
発
表
）
が
訪
れ
、
会
場
内
は

た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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８
日
に
は
「
斎
王
群
行
」
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ン
会
場
で
は
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
続
い
て
明
和
太
鼓
保
存
会
の
和
太
鼓
演
奏
、
大
正

琴
の
演
奏
な
ど
の
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
「
斎
王
市
」
で
特
産
品
な
ど
を
求
め
る
皆
さ
ん
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
上
園
公
園
で
行
わ
れ
た
禊（
み
そ
ぎ
）の
儀
で
は
、
皇
学
館
大
学
雅
楽
部
に
よ
る
演
奏
が

あ
り
、
発
遣
（
は
っ
け
ん
）
の
儀
の
後
、
本
年
度
の
斎
王
役
（
伊
藤
暁
美
さ
ん
（
菰
野
町
））
ら
約

１
２
０
人
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
斎
王
群
行
」
が
斎
宮
歴
史
博
物
館
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
一

行
は
十
二
単（
ひ
と
え
）を
身
に
ま
と
っ
た
斎
王
が
、
葱
華
輦（
そ
う
か
れ
ん
）と
い
う
輿（
こ
し
）に

乗
り
、
旧
参
宮
街
道
を
経
由
し
て
、
約
１
・
７
キ
ロ
の
道
の
り
を
厳
か
に
群
行
し
ま
し
た
。

上
園
公
園
や
群
行
が
行
わ
れ
る
沿
道
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
華
や
か
な
、
群
行
に
向
け
て
盛
ん

に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
り
と
、雅
や
か
な
王
朝
絵
巻
の
再
現
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

メ
ー
ン
会
場
で
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
に
よ
る
出
迎
え
が
行
わ
れ
る
な
か
群
行
が
到
着
す
る
と
、

社
頭
の
儀
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
出
演
者
が
勢
揃
い
し
て
終
了
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

行
群
王

斎

斎王（いつき）の舞斎王物語のジャンボ紙芝居

中学校吹奏楽部の演奏

禊の儀

群行の様子

明和音頭保存会の踊り

発遣（はっけん）の儀

斎王が登場

特集 第32回斎王まつり
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）
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まちの話題
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

長
、
町
議
会
議
長
の
あ
い
さ
つ
な

ど
に
続
い
て
、
町
各
課
の
紹
介
や

事
務
・
事
業
の
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
伊
勢
広
域
清
掃
工
場

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
、
中
井
町
長
ら
が
挨
拶

し
事
業
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。

ま
た
、
地
元
を
代
表
し

て
下
御
糸
小
学
校 

橋
爪
琴

葉
さ
ん
と
川
端
章
広
さ
ん

が
あ
い
さ
つ
し
、
地
域
の

安
全
を
守
る
堤
防
整
備
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。そ

の
後
開
か
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
、
参

加
者
は
伊
勢
湾
を
含
ん
だ

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い

て
考
え
て
い
ま
し
た
。

町
内
の
全
自
治
会
長
が
集
い
、

町
行
政
の
説
明
や
意
見
交
換
を
行

う
「
平
成
26
年
度
全
町
自
治
会
長

会
」
が
５
月
29
日
、
中
央
公
民
館

大
集
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
各
自
治
会
長
を
は

じ
め
、
町
議
会
議
員
・
行
政
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
。
町

町
の
事
務
・
事
業
の
説
明
や
事
業
現
場
の

見
学
な
ど

【
平
成
26
年
度 

全
町
自
治
会
長
会
】

海
岸
堤
防
の
老
朽
化
な
ど
の
対

策
と
し
て
平
成
４
年
か
ら
国
が
進

め
て
き
た
伊
勢
湾
西
南
海
岸
事
業

が
平
成
26
年
３
月
に
完
了
し
、
６

月
７
日
に
下
御
糸
小
学
校
体
育
館

で
完
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊
勢
湾
西
南
海
岸
は
松
阪
市
松

名
瀬
か
ら
伊
勢
市
北
浜
に
渡
る
約

11
㎞
の
区
間
を
指
し
、
明
和
町
で

は
漁
港
区
域
を
除
く
約
６
㎞
の
海

岸
堤
防
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
国
土
交
通
省
中
部
地

方
整
備
局 

八
鍬
局
長
や
鈴
木
知

伊
勢
湾
西
南
海
岸
事
業
完
成
式

全町自治会長会（中央公民館）

町内４小学校で運動会
　５月17日、町内の４つの小学校で運動会が開催され、児童たちの
元気な声がグラウンドに響きました。
　今年は、大淀、下御糸、斎宮、修正の４つの小学校で春の運動会が
開催されました。
　斎宮小学校では、“最後まで全力をつくそう・何があってもあきら
めない”を今年のテーマに徒競走やダンス、学年ごとの団体種目など
春先から練習してきた成果を披露しました。
　二つの棒の間にボールを挟んで運ぶ“エライコッチャ！”では、ボ
ールを落とさないように、互いの児童が息を合わせて運ぶ様子が見ら
れたり、また、紅白に分れ、タイヤや竹の棒などを取り合う“フルパ
ワーで GO ！”では、一つでも多く相手より取ろうと力いっぱい引
っ張り合っていました。
　一生懸命走る子どもたちに、客席からは「がんばれ！」と力のこも
った声援が送られていました。
　児童たちは、各自が練習してきた成果を存分に発揮し、全力で運動
会に取り組んでいました。

「台風の目」（斎宮小学校）

橋爪さん（写真左）と川端さん

完成プレート除幕
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。まちの話題

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

上村の天王祭
■日時　7月12日（土）　子どもみこし＝午後４時〜、
　花火＝午後7時30分〜（小雨決行）
■場所　上村地内

算所の祇園祭り
■日時　7月12日（土）　午後7時〜（予定、小雨決行）
■場所　算所地内

蓑村の虫送り�
■日時　7月13日（日）
　午後6時40分〜（小雨

決行、雨天の場合は翌
14日（月）に順延）

■場所　蓑村地内　とづ
か会館前〜鳥墓神社前

有爾中の天王踊り（羯鼓踊り）�
■日時　7月13日（日）

午後1時〜（雨天決
行）

■場所　宇爾桜神社

大淀祇園祭と花火大会�
■日時　7月26日（土）
　午後1時〜10時（雨

天 の 場合は翌27日
（日）に順延）
■場所　大淀地内・大

淀漁港

ふるさとの主な夏祭り・伝統行事

　明和町では、明和町マスコットキャラクター「めい姫」を県内外に PR し、親しみを持てるテーマソン
グの歌詞を募集します。どなたでも応募できます。

募集内容　「めい姫テーマソング」の歌詞（題名も入れてください）。
　　　　　・「明るく」、「口ずさみやすく」、「親しみやすい」もの。
　　　　　・形式にはこだわりませんが、歌詞は２番以上とします。
　　　　　・作曲は、明和町出身の作曲家・長岡成貢氏が行います。
応募方法　・作品は所定の応募用紙（A4サイズ）により、電子メール、郵送、又は持参にて提出してください。
　　　　　・応募の際は、郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業（学生の方は学校名）をご記入ください。
　　　　　・応募用紙等については、明和町ホームページに掲載しています。
　　　　　・一人で何点でも応募できます。複数点応募する場合は応募用紙をそれぞれ作成してください。
　　　　　・電子メールで作品を応募される場合は、件名を「めい姫テーマソング歌詞募集」としてください。
募集期間　７月１日（火）～９月30日（火）
　　　　　※郵送の場合は当日消印有効
審査方法　作品の審査は、「めい姫テーマソング」歌詞選考委員会で選考し、決定します。
及び表彰　採用作品については10月下旬までに決定し、後日表彰します。
　　　　　　　　　最優秀賞（採用作品）　　１点　賞状と副賞３万円相当
　　　　　　　　　優秀賞　　　　　　　　１点　賞状と副賞１万円相当
　　　　　　　　　佳　作　　　　　　　　１点　賞状と副賞５千円相当

応募先及び問い合わせ先　明和町斎宮跡・文化観光課　めい姫テーマソング歌詞募集係
　　　　　　　　　　　　☎52・7138　　 52・7133
　　　　　　　　　　　　　 meihime@town.mie-meiwa.lg.jp

明和町「めい姫テーマソング」歌詞募集
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まちの話題・くらし
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

②
申
請
先

　

給
付
金
の
申
請
先
は
、
い
ず
れ

も
、
平
成
26
年
１
月
１
日
（
基
準

日
）
に
お
い
て
住
民
登
録
が
さ
れ

て
い
る
市
区
町
村
に
な
り
ま
す
。

●
支
給
に
つ
い
て

　

８
月
か
ら
受
付
し
た
内
容
を
審

査
し
、
９
月
中
旬
以
降
か
ら
随

時
、
給
付
金
を
お
支
払
い
す
る
予

定
で
す
。

※
町
か
ら
所
定
の
申
請
用
紙
を
お

届
け
し
ま
す
が
、
審
査
の
結
果
、

給
付
の
対
象
外
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他

①
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
対
象
と
な
る
人
の
内
、
公
務
員

の
人
（
平
成
26
年
１
月
以
降
に
公

務
員
職
場
を
退
職
さ
れ
て
い
る
人

を
含
む
）
は
、
職
場
か
ら
交
付
さ

れ
た
書
類
等
で
申
請
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
時
期
ま
で
書
類
を
大
切
に
保

管
さ
れ
、
申
請
手
続
き
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

②
今
回
の
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
中
の
所
得
の
状
況
に
応

　

広
報
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
に

つ
い
て
、
申
請
・
支
給
の
時
期
や

方
法
の
概
要
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、

申
請
手
続
き
の
方
法
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
広
報
８
月
号
で
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
申
請
に
つ
い
て

①
申
請
時
期

　

給
付
金
の
受
給
対
象
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
、
７

月
下
旬
～
８
月
上
旬
に
か
け
て
、

所
定
の
申
請
用
紙
を
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。

　

８
月
か
ら
申
請
の
受
付
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
な

る
可
能
性
の
あ
る
人
に
対
し
て

は
、
税
務
課
と
福
祉
保
健
課
の
連

名
で
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
人
に
対
し
て
は
、
福
祉
保
健
課

か
ら
申
請
用
紙
を
お
届
け
し
ま

す
。�

 

　

書
類
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず

内
容
を
確
認
の
上
、
所
定
の
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
に
つ
い
て
】

じ
て
、
給
付
の
対
象
の
有
無
が
判

断
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

25
年
中
の
所
得
の
申
告
を
ま
だ
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
手
続
き
を
早

急
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。
ま
た
、

お
勤
め
先
へ
の
扶
養
親
族
の
報
告

や
、
確
定
申
告
で
の
扶
養
親
族
等

の
記
載
が
、
実
際
に
平
成
25
年
中

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
数
の
と
お

り
さ
れ
て
い
な
い
と
、
対
象
者
の

判
定
が
適
正
に
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
福
祉
保
健
課
（
☎

52
・
７
１
１
５
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

人 の う ご き

６月の人口 ５月中の
主な増減

総人口：23,194人 出　生：  14人
　　男：11,210人 死　亡：  13人
　　女：11,984人 転入等：  60人
世帯数：  8,469世帯 転出等：  49人

叙勲受章を報告
５月19日、野畑久子さん（金剛坂）が瑞宝双光章（ずい

ほうそうこうしょう）を受章したことを報告に役場を訪
れました。

野畑さんは、保護司の活動を平成元年から現在に至る
まで26年間続けており、今回その更生保護の功績が認
められ瑞宝双光章が授与されました。

受章を受け野畑さんは「受章の一報を聞いたときは、
思ってもみなかったので驚いた。来年の６月で保護司が
定年になるため、これまでの活動が認められ嬉しい」と
語りました。

斎王の舞保存会　披露
５月18日、伊勢神宮・内宮参集殿で斎王の舞保存会

の皆さんが、今年で４回目となる「斎王の舞・慶び」を
奉納披露しました。
「斎王の舞」は、明和町で開催される「斎王まつり」

のテーマ曲として、地元出身で音楽家の長岡成貢さんが
1992年に作った「組曲 斎宮（いつきのみや）物語」の一
部で、第三楽章「斎王（いつき）の舞・慶び」を歌詞と踊
りをつけて後世に残る舞踊として完成させたものです。

この日は午後１時から奉納舞踊が始まり、見事な舞が
披露されました。

詳 し く は 斎 宮
跡・文化観光課（☎
52・7138）へお
問い合わせくださ
い。

受章された野畑久子さん 斎王の舞
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付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体

や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
20
未
満

の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
対
象
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。

■
支
給
対
象
者

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父

ま
た
は
母
や
、
そ
の
父
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
。

〔
障
が
い
の
程
度
〕

　

お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
以
上
、
療
育
手
帳
Ｂ
区
分
以

上
。

　

こ
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
で
も
、
医

師
の
診
断
書
で
同
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に

は
、
手
当
支
給
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

■
手
当
月
額
（
平
成
26
年
４
月
か

ら
改
正
）

（
児
童
１
人
に
つ
き
）

障
が
い
等
級
１
級

　

４
万
９
９
０
０
円

障
が
い
等
級
２
級

　

３
万
３
２
３
０
円

■
手
当
の
支
払

　

手
当
は
、
毎
年
４
月
、
８
月
、

11
月
に
４
か
月
分
が
支
払
わ
れ
ま

す
。

■
所
得
状
況
届
…
現
在
、
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　

毎
年
８
月
11
日
か
ら
９
月
10
日

ま
で
の
間
に
届
け
出
て
、
支
給
要

件
の
審
査
を
受
け
て
も
ら
い
ま

す
。
関
係
書
類
を
８
月
初
旬
頃
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
申
請
窓
口
は
、
町
福
祉

保
健
課
で
す
。
申
請
日
の
翌
月
分

か
ら
の
手
当
が
、
県
知
事
の
認
定

後
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
支

給
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
52
・
７
１
１
５
）ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑦�

父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧�

母
の
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま

れ
た
児
童

⑨�

父
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

■
手
当
月
額
（
平
成
26
年
４
月
か

ら
改
正
）

（
児
童
１
人
の
と
き
）

全
部
支
給
の
人

　

４
万
１
０
２
０
円

一
部
支
給
の
人

　

前
年
の
所
得
に
応
じ
て

４
万
１
０
１
０
円
か
ら
９
６
８
０

円
ま
で
の
範
囲
で
決
定

※
児
童
が
２
人
の
場
合
は
上
記
金

額
に
５
０
０
０
円
の
加
算
、
３
人

目
以
降
は
児
童
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
３
０
０
０
円
ず
つ
加
算
し
ま

す
。

■
手
当
の
支
払

　

手
当
は
、
毎
年
４
月
、
８
月
、

12
月
の
年
３
回
、
支
払
月
の
前
月

ま
で
の
分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

■
現
況
届
…
現
在
、
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

毎
年
８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
の
間
に
届
け
出
て
、
支
給
要

件
の
審
査
を
受
け
て
も
ら
い
ま

す
。
関
係
書
類
を
7
月
末
頃
に
送

児
童
扶
養
手
当
制
度

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離

婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
ま
た
は
母

親
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
を
養
育
し
て
い
る
一
人
親
家

庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
、
対
象
の
家
庭
に
手
当
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
児
童

（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
）
を
監
護
・
養

育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
や
、
そ

の
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

〔
条
件
〕

①�

父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
ま
た

は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童

②�

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

状
態
に
あ
る
児
童

④�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の

Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

�

【
各
申
請
は
福
祉
保
健
課
ま
で
】

町
長
日
曜
座
談
会  

７
月
13
日
・
８
月
24
日
（
要
事
前
申
し
込
み
）

明
和
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
の
直
接
対
話
や
情
報
交
換
を

通
し
て
、
そ
の
声
を
積
極
的
に
町
政
に
取
り
入
れ
て
い
く
た
め
、
毎
月

１
回
「
町
長
日
曜
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
月
と
８
月
の
日

程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
日
時
＝
①
７
月
13
日（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
７
月
７

日（
月
）、
②
８
月
24
日（
日
）　

午
前
９
時
〜
正
午
…
申
込
期
限
＝
８
月
18

日（
月
）　

■
場
所
＝
役
場
庁
舎
２
階　

町
長
室　

■
対
象
＝
町
内
に
在
住

す
る
人
、
ま
た
は
町
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
人
で
構
成
す
る
各
種
団
体
・

グ
ル
ー
プ
な
ど　

■
申
し
込
み
＝
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
（
希
望
テ

ー
マ
な
ど
）
を
記
入
の
う
え
、
防
災
企
画
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
土
曜
日
と
祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、防
災
企
画
課（
☎

52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7



くらし
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

１ 次 試 験 の
申込受付期間は
７月１日～３１日

明

和

町

職

員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

総
務
課
（
☎
52
・
７
１
１
１
）

③
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た
は
こ
れ

に
加
入
し
た
人

④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
（
た

だ
し
、
日
本
国
で
の
永
住
者
ま
た

は
特
別
永
住
者
の
在
留
資
格
を
有

す
る
場
合
は
除
く
※
注
３
）

※
注
１
＝
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
と

は
、
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

と
し
て
就
業
し
た
経
験
を
活
か
し

て
、
正
規
職
員
と
し
て
就
業
す
る

意
欲
の
あ
る
人
を
募
集
す
る
も
の

で
す
。

※
注
２
＝
「
実
務
経
験
年
数
」
に

つ
い
て

・
週
の
正
規
勤
務
時
間
が
30
時
間

以
上
の
実
務
経
験
に
限
り
ま

す
。

・
実
務
経
験
が
複
数
の
保
育
所
等

に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
の
期
間
を
通
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
平
成
26
年
３
月
31
日
時
点
で
３

年
に
達
し
て
い
る
場
合
が
該
当

し
ま
す
。

・
一
次
試
験
合
格
者
に
は
、
実
務

経
験
年
数
確
認
の
た
め
に
職
歴

証
明
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

※
注
３
＝
外
国
籍
の
人
は
、
採
用

後
に
公
権
力
の
行
使
ま
た
は
公
の

意
志
の
形
成
へ
の
参
画
に
た
ず
さ

わ
る
職
に
は
任
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
試
験
日
、
場
所
】

■
一
次
試
験（
統
一
試
験
）＝
９
月

21
日（
日
）三
重
県
立
松
阪
工
業
高

等
学
校

■
二
次
試
験
＝
10
月
25
日（
土
）明

和
町
中
央
公
民
館

【
試
験
方
法
】

■
一
次
試
験　

①
事
務
職
員
＝
教

養
試
験　

②
技
術（
土
木
）職
員
＝

教
養
試
験
・
専
門
試
験
（
土
木
）　

③
保
育
士（
兼
幼
稚
園
教
諭
）※
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
含
む
＝
教
養
試

験
・
専
門
試
験（
保
育
士
）　

④
保

健
師
＝
教
養
試
験
・
専
門
試
験

（
保
健
師
）

■
二
次
試
験　

①
事
務
職
員
＝
作

文
・
面
接　

②
技
術（
土
木
）職
員

＝
作
文
・
面
接　

③
保
育
士
（
兼

幼
稚
園
教
諭
）
※
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

枠
含
む
＝
作
文
・
面
接
・
実
技　

④
保
健
師
＝
作
文
・
面
接

【
採
用
、
給
与
、
勤
務
時
間
】

■
採
用
予
定
日　

平
成
27
年
４
月

１
日

■
給
与
等　

明
和
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ

く
給
料
、
扶
養
手
当
、
住
居
手

当
、
通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手

当
等
の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
勤
務
時
間
等　

お
お
む
ね
平
日

（
月
曜
日
～
金
曜
日
、
業
務
に
よ

り
土
日
祝
日
を
含
む
）
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
、
１
日
に
つ
き
７
時
間
45
分

（
休
憩
時
間
を
除
く
）
で
す
。
ま

た
、
１
年
に
つ
き
20
日
（
採
用
年

は
15
日
）
の
年
次
有
給
休
暇
の
ほ

か
、
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

【
一
次
試
験
受
験
手
続
等
】

■
受
験
申
込
書
の
請
求　

受
験
申

込
書
は
、
役
場
総
務
課
で
７
月
１

日
（
火
）
か
ら
交
付
し
ま
す
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま

で
）。

※
受
験
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す

る
場
合
は
、
表
面
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
書
希
望
」
の
文
字
と

「
受
験
職
種
」
を
朱
書
き
し
た
封

筒
に
、
必
ず
返
信
用
封
筒
（
角
型

２
号
、
返
信
先
を
明
記
の
う
え

１
４
０
円
分
の
切
手
を
貼
付
し
た

も
の
）
と
連
絡
先
電
話
番
号
を
明

記
し
た
メ
モ
を
必
ず
同
封
し
、
明

和
町
総
務
課
（
〒
５
１
５
―

０
３
３
２　

明
和
町
大
字
馬
之
上

９
４
５
）
へ
郵
送
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
で
の

請
求
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

受
験
申
込
書
交
付

の
際
に
、
詳
し
く
ご
案
内
し
ま

す
。

人
ま
た
は
平
成
27
年
３
月
末
日
ま

で
に
両
方
の
資
格
を
取
得
見
込
み

の
人

②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
保
育
士（
兼
幼
稚
園
教
諭
）※
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
枠（
注
１
）＝
①
昭
和

49
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
で
、
保
育
士
資
格
証
明
書
及
び

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
し
保
育
所

等
の
児
童
福
祉
施
設
ま
た
は
幼
稚

園
で
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

と
し
て
の
実
務
経
験
年
数（
注
２
）

が
３
年
以
上
あ
る
こ
と

②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
保
健
師
＝
①
昭
和
49
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健

師
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成

27
年
３
月
末
日
ま
で
に
同
資
格
取

得
見
込
み
の
人

②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
各
職
種
共
通
事
項　

次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
受
験
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
人

　

明
和
町
で
は
、
平
成
27
年
度
採

用
予
定
の
明
和
町
職
員
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
職
種
、
採
用
予
定
人
数
】

■
事
務
職
員
＝
２
人
、
技
術
（
土

木
）職
員
＝
１
人
、
保
育
士（
兼
幼

稚
園
教
諭
）
＝
若
干
名
、
保
育
士

（
兼
幼
稚
園
教
諭
）※
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
枠
＝
若
干
名
、
保
健
師
＝
１
人

【
受
験
資
格
】

■
事
務
職
員
＝
①
平
成
元
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

人
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
合
格
者
を
含
む
）

②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
技
術（
土
木
）職
員
＝
①
平
成
元

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高

等
学
校
卒
業
以
上
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人
（
高
等
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
合
格
者
を
含
む
）

②
採
用
後
通
勤
可
能
な
人

■
保
育
士（
兼
幼
稚
園
教
諭
）＝
①

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格
証
明
書

及
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

■
申
込（
受
付
）期
間　

７
月
１
日

（
火
）か
ら
31
日（
木
）ま
で（
期
限

厳
守
。
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
。
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
）。

■
受
験
案
内
書　

受
験
申
込
書
交

付
の
際
に
併
せ
て
お
渡
し
し
ま

す
。

■
一
次
試
験
合
格
発
表　

10
月
中

旬
ま
で
に
、
合
否
に
関
わ
ら
ず
受

験
者
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま

す
。

【
二
次
試
験
の
案
内
等
】

　

二
次
試
験
の
案
内
は
、
一
次
試

験
合
格
者
に
送
付
し
ま
す
。
な

お
、
一
次
試
験
合
格
者
に
は
、
10

月
17
日（
金
）ま
で
に
、
総
務
課
に

次
の
書
類（
各
１
通
）を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
事
務
職
員
＝
①
最
終
学
校
の
卒

業
ま
た
は
見
込
証
明
書　

②
最
終

学
校
の
成
績
証
明
書

■
技
術（
土
木
）職
員
＝
①
最
終
学

校
の
卒
業
ま
た
は
見
込
証
明
書　

②
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

■
保
育
士（
兼
幼
稚
園
教
諭
）※
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
含
む
＝
①
最
終
学

校
の
卒
業
ま
た
は
見
込
証
明
書　

②
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書　

③

保
育
士
免
許
証
等
の
写
し
ま
た
は

取
得
見
込
証
明
書　

④
幼
稚
園
教

諭
免
許
証
等
の
写
し
ま
た
は
取
得

見
込
証
明
書　

⑤
職
歴
証
明
書

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
を
受
験
す
る

人
）

■
保
健
師
＝
①
最
終
学
校
の
卒
業

ま
た
は
見
込
証
明
書　

②
最
終
学

校
の
成
績
証
明
書　

③
保
健
師
免

許
証
の
写
し
ま
た
は
取
得
見
込
証

明
書

※
取
得
見
込
み
を
要
件
と
し
て
受

験
し
た
人
が
、
所
定
の
時
期
ま
で

に
資
格
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場

合
は
採
用
さ
れ
る
資
格
を
失
い
ま

す
。

◇　
　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

� 採水日 （平成26年４月30日）

河川名
項　　　目

ＰＨ ＢＯＤ ＳＳ ＤＯ
祓　川（下御糸橋） 7.0 2.5 110 9.2
笹笛川（八木戸橋） 6.8 2.5 47 8.2
大堀川（大堀川橋） 6.8 2.3 70 8.5
参考：B 類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5以上
8.5以下 3.0以下 25.0以下 5.0以上

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後が標準河川水）、
ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生物の働きによって分解されるとき
に消費される酸素量で、河川の汚濁を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に
浮遊している微細な固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素量＝水中に溶解している酸素量で、
汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる）
※ＢＯＤ・ＳＳ・ＤＯの単位＝ mg/ℓ

三
河
川
の
水
質

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
を
は

じ
め
、
家
族
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
相
談
支
援
員
に
よ
る
電
話
・
面
談
相

談
や
訪
問
、
相
談
支
援
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
利
用
対
象　

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
・

支
援
関
係
者　

■
支
援
等
の
内
容　

①
日
常
生
活
全
般
の
相
談
、
②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
利
用
援
助
（
情
報
提
供
と
申
請
手
続
き
の
支
援
）、
③
専
門
関
係
機
関

（
病
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
特
別
支
援
学
校
等
）
の
紹
介
と
連
携
、
④
支

援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等  

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

■
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
明
和
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
52
・
７
１
２
７
、

 

52
・
７
１
２
８
、

shien@
tow

n.m
eiw

a.m
ie.jp

）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
こ
こ
ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
】

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
♬
こ
こ
♪
で
は
防
災
に
つ
い
て
こ
こ

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

防
災
に
つ
い
て　
『
ま
ず
、
逃
げ
よ
う
‼
』

　

～
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
東
南
海
地
震
、
避
難
へ
の
備
え
は
大

丈
夫
で
す
か
？
～

■
講
師　

三
重
大
学　

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授　

川
口
淳
先
生

■
日
時　

7
月
28
日（
月
）　

午
後
一
時
半
か
ら
三
時

■
場
所　

明
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

■
対
象　

障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
期
限　

７
月
11
日
（
金
）　

手
話
通
訳
の
必
要
な
方
は
申
し

込
み
の
際
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
先　

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
♬
こ
こ
♪

　

☎
52
・
７
１
２
７　

 

52
・
７
１
２
８　

shien@
tow

n.m
ie.jp

ご
利
用
く
だ
さ
い 

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
52
・
７
１
２
７
）

７
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期

７
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付

は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天

引
き
を
除
く
）。

■
固
定
資
産
税
＝
第
２
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
＝
各
第
４
期
分
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
＝
第
１
期
分

■
納
期
限
＝
７
月
31
日（
木
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
７
月
28

日（
月
）に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

７
月
10
日（
木
）、
７

月
25
日（
金
）、
各
日
と
も
午
後

５
時
15
分
〜
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

７
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日（
各
日
曜
日
）、
各

日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

◇　
　
　
　

 

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課（
☎
52
・

７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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くらし
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

国
民
健
康
保
険 

各
種
手
続
き
の
お
知
ら
せ

対
象
と
な
る
人
に
は
、
７
月
下

旬
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
送

付
し
ま
す
。

【
高
齢
受
給
者
証
と
は
】

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
70
歳
に
な
る
誕
生
日
の

翌
月
１
日
（
誕
生
日
が
１
日
の
人

は
そ
の
月
）
か
ら
、
医
療
機
関
で

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

制
度
に
は
、
後
日
に
高
額
療
養
費

を
申
請
す
る
制
度
の
ほ
か
、
限
度

額
適
用
認
定
証
の
提
示
に
よ
っ
て

「
窓
口
で
の
医
療
費
等
の
支
払
い

を
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
と
す
る

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
食

事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
一
定
の

自
己
負
担
額
は
、
被
保
険
者
の
前

年
所
得
や
、
世
帯
の
課
税
状
況
に

よ
っ
て
段
階
的
に
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
場
合

は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
事
前

に
各
認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
、

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
お

持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日（
木
）
で
す
。
引
き
続
き
、
認

定
証
が
必
要
な
人
や
新
た
に
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係
の
窓
口
で
認
定
証
の
更

高
額
療
養
費
制
度                   

限
度
額
適
用
認
定
証

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
更
新
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

新
・
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
定
証
の
種
類

①
70
歳
未
満
の
人　

住
民
税
課
税

世
帯
＝
限
度
額
適
用
認
定
証
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
＝
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

※
未
納
の
保
険
税
が
あ
る
場
合
に

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

②
70
歳
以
上
の
人　

住
民
税
非
課

税
世
帯
＝
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証

■
申
請
場
所　

長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係

■
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険
証
・
印
鑑

※
有
効
期
限
の
切
れ
た
認
定
証
は

回
収
い
た
し
ま
す
の
で
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◇　
　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
健
康

ほ
け
ん
係
（
☎
52
・
７
１
１
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
の
う
ち
、
70
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日（
木
）
で
す
。

国
民
健
康
保
険

 

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

対
象
者
あ
て
送
付

受
診
す
る
場
合
、
前
年
（
１
月
１

日
〜
７
月
31
日
は
前
々
年
）
の
所

得
状
況
に
応
じ
、
医
療
費
の
負
担

割
合
が
２
割
（
昭
和
19
年
４
月
１

日
以
前
の
生
ま
れ
の
方
は
特
例
措

置
の
対
象
の
た
め
、
引
き
続
き
１

割
）
ま
た
は
３
割
に
な
り
ま
す
。

※
同
世
帯
の
高
齢
者
の
国
民
健
康

保
険
加
入
状
況
に
異
動
が
あ
る
と

き
や
所
得
状
況
に
更
正
が
あ
る
と

き
は
、
負
担
割
合
が
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇　
　
　
　
　

◇

※
所
得
区
分
の
判
定
基
準
に
つ
い

て
な
ど
、
詳
し
く
は
長
寿
健
康

課
健
康
ほ
け
ん
係
（
☎
52
・

７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国民健康保険税の改正について
　国民健康保険税の賦課限度額および軽減判定基準について別表のとおりに改正さ
れました。
　７月の本算定分から税額に反映させていただきます。なお、特別徴収（年金天引き）
の方は10月分からとなります。
　本算定分の通知書は７月中旬に送付させていただきます。詳しくは、税務課課税
係（☎52・7113）へお問い合わせください。
※賦課限度額

改正前（25年度） 改正後（26年度） 比　較
医療分 510,000円 510,000円 －
後期高齢者支援金分 140,000円 160,000円 20,000円
介護分 120,000円 140,000円 20,000円

※軽減判定基準
被保険者数 ２割軽減 ５割軽減 ７割軽減

１人 780,000円以下 575,000円以下

330,000円以下
２人 1,230,000円以下 820,000円以下
３人 1,680,000円以下 1,065,000円以下
４人 2,130,000円以下 1,310,000円以下
５人 2,580,000円以下 1,555,000円以下

以下１人増につき 450,000円加算 245,000円加算 同上（加算なし）
　上記に該当する世帯については、均等割額及び平等割額のそれぞれの割合分が減
額されます。
●判定の対象となる所得
※�その年の初めに65歳以上となっている方の公的年金所得からは15万円を差し引

いた額で判定します。（15万円に満たない場合はその額を差し引きます。）
※�土地・家屋などの譲渡所得については、特別控除額を差し引く前の金額で判定し

ます。
※�事業所得については、専従者控除額を差し引く前の金額で判定します。（この場合、

専従者本人の所得とは扱いません。）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

　７月から「国民健康保険特定健康診査」と「後期高齢者健康診査（７５歳～）」が始まります。対象となる人には、受診券等を６月末に送付
します。各健康診査の内容等について、詳しくは下表をご覧ください。

国民健康保険 特定健康診査(40〜74歳)、後期高齢者 健康診査を受けましょう！

※受診時点で、ほかの健康保険（協会けんぽ、企業の健康保険組合による健康保険、船員保険、公務員の共済組合など）に移られた人は、受
診券をお持ちの場合でも国民健康保険・後期高齢者医療の健康診査は受診できません。

※特定健康診査などについて、国民健康保険・後期高齢者医療以外の健康保険に加入されている人やその被扶養者の人は、それぞれの医療
保険者にお問い合わせください。

〜各健康診査の実施期間は７月〜１１月末　お早めに受診を〜
■国民健康保険 特定健康診査、後期高齢者 健康診査の受診方法早見表
健 康 診 査 種 類 国民健康保険　特定健康診査 後期高齢者　健康診査

対 象 者 明和町国民健康保険に加入している
40〜74歳の人　　　　　　　　 後期高齢者医療制度に加入している人

実 施 期 間

①個別健診 ( 医療機関で健診）：平成26年7月1日（火）〜11月30日（日）
②集団健診 
　1回目：7月24日（木）…受診申し込みは7月17日（木）までに（定員60人になり次第締め切り）
　2回目：9月26日（金）…受診申し込みは9月19日（金）までに（定員60人になり次第締め切り）
　3回目：10月13日（月）…受診申し込みは10月6日（月）までに（定員60人になり次第締め切り）
　4回目：11月30日（日）…受診申し込みは11月25日（火）までに（定員60人になり次第締め切り）
　※いずれの回も、時間は午前8時〜11時、場所は明和町保健福祉センターです。

受 診 券 等
明和町から対象者あてに送付します。
※平成26年9月1日から11月30日までに75歳になる人は、

誕生日前日までに受診してください。

三重県後期高齢者医療広域連合から対象者あてに送付します。
※平成26年5月1日から8月31日までに75歳になる人は、

誕生月によって受診券等の送付時期が異なります。

健 診 内 容

①基本的な項目（全員が受ける項目）
　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）、血液検査（脂質、血糖、肝機能、腎機能、尿酸）、
　血圧測定、検尿、問診、視触診
②詳細な項目（一定の基準のもと、医師の判断によって実施）
　心電図、貧血、眼底検査

健 診 料 金 ①個別健診＝1，000円
②集団健診＝　500円

①住 民 税 課 税 世 帯＝500円
②住民税非課税世帯＝200円

健診時の持ち物 特定健診受診券または後期高齢者健診受診券、被保険者証（健康保険証）、質問票（受診券等と一緒に送付）、自己負担金
※個別健診の場合、前年度の健診結果（お持ちの人のみ）

問 い 合 わ せ 先 明和町 長寿健康課（☎52・7116） ①明和町 長寿健康課（☎52・7116）
②三重県後期高齢者医療広域連合（☎059・221・6884）

柔道整復師の施術を受けられる方へ
対象となる負傷
◆医師や柔道整復師の診断又は判断により、急性又は亜急性の外傷性の骨折、脱臼、打撲及び捻挫で、内科的原因による疾患ではないもの
国民健康保険、後期高齢者医療保険を使えるのはどんなとき
◆医師や柔道整復師に、骨折、脱臼、打撲及び捻挫等（いわゆる肉ばなれを含む。）と診断又は判断され、施術を受けたとき。（骨折及び脱臼

については、応急手当をする場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です。）
◆骨・筋肉・関節の怪我や痛みで、その負傷原因がはっきりしているとき。
　●主な負傷例

・日常生活などで転んで膝を打ったり、足首を捻ったりして急に痛みがでたとき
※医師や柔道整復師の診断又は判断等により健康保険等の対象にならないものの例
・単なる（疲労性・慢性的な要因からくる）肩こりや筋肉疲労。
・脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善のみられない長期の施術。
・保険医療機関（病院、診療所など）で同じ負傷等の治療中のもの。
・労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷。

治療内容について保険者よりお尋ねすることがあります
施術日や施術内容等について照会させていただく場合があります。
柔道整復師にかかったときは、負傷部位、施術内容、施術年月日の記録、領収証等を保管し、照会がありましたら、ご自身で回

答できるようご協力をお願いします。

詳しくは長寿健康課（☎52・7116）へお問い合わせください。
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くらし
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
額
以

下
の
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
納
付
が
「
全
額
免

除
」ま
た
は「
４
分
の
１
」「
半
額
」

「
４
分
の
３
」
の
一
部
納
付
と
な

り
ま
す
。

こ
の
免
除
な
ど
さ
れ
た
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
入
り
ま

す
。ま

た
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

国民年金
のお知らせ

【
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
な
ど
】

国
民
年
金 

　
　
　
手
続
き
が
必
要
で
す

被
保
険
者

種
別
変
更

国
民
年
金
制
度
は
、
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

し
、
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ

か
、
一
定
の
受
給
要
件
を
満
た
す

場
合
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
取
れ
る
制
度
で

す
。国

民
年
金
の
加
入
者
は
、
次
の

３
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
半
の
人
は
、
会
社
な
ど
に
勤

め
て
い
る
と
き
は
厚
生
年
金
保
険

の
適
用
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
は
、
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
は
「
国
民
年
金
被
保

険
者
種
別
変
更
（
第
１
号
被
保
険

者
該
当
）
届
」
に
必
要
書
類
を
添

え
て
、
明
和
町
役
場
長
寿
健
康
課

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
松
阪

市
宮
町
17
︱
３
）
で
所
定
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
配
偶
者
が
第
３
号
被
保

険
者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
、
同
様

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
第
２
号
被
保
険
者
が
会
社
な
ど

を
離
職
し
た
と
き
や
、
65
歳
に

な
っ
た
と
き

②
年
収
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

る
な
ど
、
第
２
号
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
と
き

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
こ
れ
ら
の
手
続
き
の
際
は
、
印

鑑
、
年
金
手
帳
、
退
職
し
た
日
が

わ
か
る
も
の
（
離
職
票
や
辞
令
な

ど
資
格
喪
失
日
を
証
明
す
る
も

の
）
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の

種
別
変
更
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
明
和
町
役
場
長
寿

健
康
課
（
☎
52
・
７
１
１
６
）、

ま
た
は
松
阪
年
金
事
務
所
（
☎

０
５
９
８
・
51
・
５
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
５
２
５
０
円
で

す
。所

得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
場
合
、
申
請
手
続
き
に
よ
っ

て
保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
な

ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
全
額
免
除
・
一
部
納
付
】

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

【
平
成
26
年
度
保
険
料
月
額
１
万
５
２
５
０
円
】 

   

保
険
料
の
免
除
や
一
部
納
付
、
猶
予
制
度

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
・
諸
要
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
一
部
が
そ

の
計
算
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

な
お
、一
部
納
付
（
一
部
免
除
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
す
べ
き
保
険

料
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
が

無
効
（
未
納
と
同
じ
扱
い
）
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
手
続

き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
学
生
納
付
特
例
】

学
生
の
人
で
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
の
猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
入
り
ま
す
。

な
お
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算

に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

【
若
年
者
納
付
猶
予
】

意
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
全
額
免
除
・
一
部
納

付
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
保
険
料
の
全
額
納
付

に
比
べ
、
将
来
の
年
金
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら

保
険
料
を
納
め
る
「
追
納
」
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
料
の

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年

度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
明

和
町
役
場
長
寿
健
康
課
（
☎
52
・

７
１
１
６
）、
ま
た
は
松
阪
年
金

事
務
所
（
☎
０
５
９
８
・
51
・

５
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

免
除
な
ど
さ
れ
た

         

保
険
料
の
追
納

①
第
１
号
被
保
険
者
＝
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
会
社
を

離
職
し
た
人
な
ど
と
そ
の
配

偶
者

②
第
２
号
被
保
険
者
＝
厚
生
年

金
、
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
（
会
社
員
・
公
務
員

な
ど
）

③
第
３
号
被
保
険
者
＝
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者
（
年
収
１
３
０
万

円
未
満
）
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

７
月
27
日（
日
）午
前
９

時
か
ら

■
場
所　

役
場　

１
階　

研
修
室

■
相
談
時
間　

40
分
～
50
分
／
件

■
内
容　

耐
震
補
強
の
工
法
・
計

画
等
に
つ
い
て

　

耐
震
補
強
に
関
す
る
補
助
金
、

補
助
制
度
に
つ
い
て

す
。）
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

・
課
税
台
帳
と
実
際
の
家
屋
を
一

致
さ
せ
る
際
、
ま
た
未
調
査
家

屋
を
評
価
す
る
場
合
は
建
築
年

や
構
造
等
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

・
取
壊
し
等
の
家
屋
が
あ
る
場
合

は
、
届
出
書
の
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

調
査
を
行
う
際
は
、
事
前
に
ご

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
係
固

定
資
産
税
担
当
（
☎
52
・
７
１
１

３
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

　

明
和
町
で
は
、
大
地
震
か
ら
皆

様
の
大
切
な
生
命
・
財
産
を
守
る

一
助
と
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の

無
料
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

耐
震
補
強
を
ご
検
討
の
人
は
も

ち
ろ
ん
、
耐
震
補
強
に
興
味
は
あ

る
け
れ
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
人
も
、
こ
の
機
会
に
是
非

無
料
耐
震
相
談
会
を
開
催

　

町
で
は
固
定
資
産
税
を
適
正
に

課
税
す
る
た
め
、
町
内
に
あ
る
家

屋
に
つ
い
て
、
家
屋
課
税
台
帳
に

登
録
し
て
あ
る
家
屋
と
比
較
し

て
、
増
築
や
未
調
査
家
屋
、
ま
た

は
取
壊
し
等
が
あ
る
家
屋
を
調
査

す
る
家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。
家

屋
調
査
は
、
居
宅（
住
宅
）の
ほ
か

倉
庫
、
物
置
、
車
庫
、
作
業
場
な

ど
居
宅
以
外
の
家
屋
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

■
調
査
方
法
（
主
に
外
観
調
査
と

建
築
年
や
構
造
等
の
お
尋
ね
）

・
敷
地
内
に
入
ら
せ
て
い
た
だ

き
、
課
税
台
帳
や
図
面
と
実
際

の
家
屋
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
外

観
確
認
（
写
真
撮
影
も
含
み
ま

家
屋
調
査
に
つ
い
て

■
予
約
受
付　

相
談
の
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
７
月
18
日（
金
）ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
も
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
防
災
企
画
課
（
☎

52
・
７
１
１
０
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

住宅の耐震化をしましょう
　昨今、南海トラフ巨大地震が近い将来起きることが懸念されており、
その場合、明和町は最大で震度６強～７の揺れに見舞われることが予想
されています。
　阪神淡路大震災では、亡くなられた方の約9割が家具の転倒や家屋の
倒壊が原因でした。
　さらに、家屋の倒壊は津波からの避難行動、消火活動、緊急車両の進
入等の妨げにもなります。日ごろから、住宅の耐震化、家具の転倒防止、
ブロック塀の除去改修に取り組んでおくことが大切です。
　また、明和町では無料耐震診断の実施や耐震補強工事などへの補助を
実施しています。補強工事については、リフォーム工事分も含めると最
大136.5万円までの補助が受けられるようになりました。この機会にぜ
ひ住宅の耐震化を検討し、大地震に備えましょう。

■住宅の耐震化に関する補助制度
①耐震診断　　　　　（無料）
②耐震補強計画補助　（補助基本額の２/ ３を補助。最大16万円まで）
③耐震補強補助　　　（　　〃　　の２/３を補助。最大116.5万円まで）
④耐震簡易補強補助　（　　〃　　の２/ ３を補助。最大30万円まで）
⑤リフォーム補助※　（　　〃　　の１/ ３を補助。最大20万円まで）
※⑤リフォーム補助については、③もしくは④と同時に行う場合に限る。
■対象建築物の要件
①木造住宅
②着工年月日：昭和56年５月31日以前
③階数：３階以下
※詳しくは、防災企画課（☎52・7110）までお問い合わせください。

【７月は社会を明るくする運動
強調月間】

7月は、第64回「社会を明るくする運
動〜犯罪や非行を防止し、立ち直りを支
える地域のチカラ〜」強調月間です。社
会を明るくする運動は、すべての国民が、
犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの
更生への理解を深め、地域社会がそれぞ
れの立場で力を合わせ、犯罪や非行のな
い明るい社会を築こうとする全国的な運
動です。

強調月間中、明和町・多気町・大台町
の保護司の皆さんで構成する多気郡保護
司会では、各種啓発活動の展開を予定し
ています。皆さんの暖かいご支援、そし
てご理解とご協力をお願いします。
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くらし
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

■
定
員　

各
回
20
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

■
講
師　

印
藤
友
一
さ
ん　

印
藤

幸
恵
さ
ん（
大
台
町　

幸
翔
窯
）

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

等■
申
込
期
間　

７
月
８
日（
火
）～

11
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

農
家
の
野
上
が
り
ま
ん
じ
ゅ
う

と
し
て
親
し
ま
れ
て
、
そ
の
家
々

で
作
り
方
が
微
妙
に
違
っ
て
い
た

い
ば
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
。
翌
日
に

な
っ
て
も
柔
ら
か
い
、
い
ば
ら
ま

ん
じ
ゅ
う
の
作
り
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

７
月
25
日（
金
）午
後
１

○�
み
ん
な
で
、
い
ば
ら
ま
ん

じ
ゅ
う
を
つ
く
ろ
う
！

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
交
流
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
人
権
セ
ン

タ
ー
「
夕
涼
み
会
」
も
今
年
で
15

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
も
、
幼
児
向
け
の
映
画
会

を
並
行
し
て
開
催
し
ま
す
。
ほ
か

に
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
、
様
々
な

催
し
物
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

８
月
２
日（
土
）午
後
５

時
30
分
～
８
時

　

映
画
会
は
、
午
後
７
時
開
始

（
雨
天
の
場
合
は
、
３
日
（
日
）、

３
日
が
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

■
場
所　

人
権
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

輪
投
げ
・
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
軽
食
コ
ー

ナ
ー
・
映
画
会
な
ど

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
、

さ
さ
ふ
え
保
育
所
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
湯
茶
は
会
場
に
て
販
売

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
へ

（
☎
55
・
３
０
５
２
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
い
手
作
り
教
室

　

練
り
込
み
技
法
で
日
常
使
い
の

少
し
大
き
め
の
お
皿
を
３
枚
作
り

ま
す
。

　

ク
ッ
キ
ー
を
作
る
み
た
い
に
粘

土
を
合
わ
せ
て
延
ば
す
と
、
不
思

議
な
柄
の
お
皿
の
完
成
で
す
。

■
日
時　

７
月
24
日（
木
）

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
お
皿
を
作
ろ
う
！

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

「
夕
涼
み
会
」
の
お
知
ら
せ

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

時
30
分
～
４
時
30
分

（
途
中
で
、
人
権
研
修
を
実
施
し

ま
す
。）

■
定
員　

32
人（
先
着
順
）

■
講
師　

西
村
敬
子
さ
ん

■
参
加
費　

６
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん
・
タ
オ
ル
２
枚
・
い

ば
ら
の
葉
っ
ぱ
20
～
30
枚

■
申
込
期
間　

７
月
８
日（
火
）～

11
日（
金
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

各
講
座
と
も
受
講
資
格
は
町
内

在
住
の
20
歳
以
上
の
人
と
し
、
申

込
期
間
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
直
接
、
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
１
回

の
申
込
に
つ
き
１
人
分
の
参
加
を

受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ラ
ー
ナ　

荒
木
も
と
み
さ
ん

■
参
加
費　

無
料

■
お
ま
け　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
つ
き

介
護
の
プ
チ
ト
ー
ク

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

■
参
加
申
し
込
み　

当
日
ま
で
に

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
52
・
７
１
２
７
）へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

明
和
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
者
健
康
教
室
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

介
護
を
が
ん
ば
り
た
い

け
ど
体
の
疲
れ
が
と
れ
な
く
て
…

介
護
者
の
健
康
作
り
も
介
護
を
す

る
た
め
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

こ
の
講
座
で
は
介
護
者
の
健
康
を

保
つ
こ
と
を
目
的
に
、
介
護
の
疲

れ
を
癒
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ

る
体
操
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　

７
月
14
日（
月
）午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階
和
室

■
講
師　

ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ　

プ

「
ヨ
ガ
の
ゆ
っ
た
り
体
ほ
ぐ
し
体
操
２
」

　

～
モ
ヤ
モ
ヤ
解
消
!!
カ
ラ
ダ
す
っ
き
り
～

【
介
護
者
健
康
教
室
】
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。くらし

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

　

明
和
町
で
の
平
成
25
年
度
の
ご

み
収
集
総
重
量
は
、
７
８
１
５
ト

ン
で
し
た
。
内
訳
は
表
の
と
お
り

で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆

さ
ん
に
集
団
回
収
し
て
い
た
だ
い

た
資
源
ご
み
は
、
紙
類
が
４
５
８

ト
ン
、
布
類
が
17
ト
ン
、
ア
ル
ミ

缶
が
６
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課
環

境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・
７
１
１

７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
の
ご
み
収
集

明
和
町
の
総
重
量
は

�

７
８
１
５
ト
ン

「ＥＭぼかし作り」講習会参加者募集
　ＥＭぼかしを使って生ごみを土に返す方法を学び、環
境に優しい生活をめざします。
■日時

開　催　日 申込み受付開始日
７月26日（土） ７月８日（火）
８月23日（土） ８月５日（火）
９月27日（土） ９月９日（火）

　各日共　午前10時～正午まで
■場所　伊勢リサイクルプラザ　　
　〒515-0505　伊勢市西豊浜町653
■�持ち物　蓋付き発泡スチロール箱（縦＋横＋深さ＝70

㎝以内）、エプロン
■定員　30人（１家族1人）
　（定員になり次第締め切らさせていただきます。）
■�参加対象者　伊勢市、明和町、玉城町、度会町に在住

または在勤する人
■申込み　伊勢リサイクルプラザ　☎38・2800
◆いせトピア「まなびのパスポート」スタンプ対象事業

もったいない教室参加者募集
　伊勢リサイクルプラザでは、ごみ減量の啓発活動を目
的としたリサイクル教室を開催しますので、お気軽にご
参加ください。
■開催時間　午前10時～正午　
■定員　各教室とも15人（先着順）
■�参加対象者　伊勢市、明和町、玉城町、度会町に在住

または在勤する人
■材料費　各教室とも200円
■�申込方法　各教室とも開催日の１ヶ月前から前日までに電

話で受付。詳細については、申込み時にお知らせします
■�申込・問合先　伊勢リサイクルプラザ　伊勢市西豊浜

町653（☎38・2800）
もったいない教室日程

受　講　日 教　室　名
7月12日（土） ＥＭ石けん作り
7月12日（土）
7月27日（日） 手芸・小物教室（せんすケース作り）

7月13日（日） 布ぞうり作り
8月  9日（土）
8月24日（日） 手芸・小物教室（せんすケース作り）

9月13日（土） ＥＭ石けん作り
9月  6日（土）
9月28日（日） 手芸・小物教室（せんすケース作り）

9月14日（日） 布ぞうり作り
9月20日（土） 布のリサイクル教室（カバン作り）
9月23日（火） 牛乳パックで椅子作り

◆いせトピア「まなびのパスポート」スタンプ対象事業

平成26年度
夏休み親子リサイクル教室参加者募集

　伊勢リサイクルプラザでは、小学生を対象に夏休み親
子リサイクル教室を開催しますので、多数の方の参加を
お待ちしています。
■開催時間　午前10時～正午　
■定員　各教室とも10組（先着順）
■�申込資格　伊勢市、明和町、玉城町、度会町に在住の

小学生と保護者
■受講料　無料
■�申込方法　各教室とも開催日の１ヶ月前から１週間前

までに電話で受付
■申込先　伊勢リサイクルプラザ（☎38・2800）

夏休み親子リサイクル教室日程
受　講　日 教　室　名

7月20日（日） 自然エネルギーにチャレンジ
発芽実験いろいろ（雨天時 発芽実験）

7月21日（月） 廃食油でキャンドル・石けん作り
8月  2日（土） タイルで花びん敷き作り
8月  3日（日） 牛乳パックで葉書作り
8月10日（日） 牛乳パックでペン立て作り
8月16日（土） 手袋であじさい作り
8月17日（日） 牛乳パックでいす作り
8月30日（土） 新聞紙でコサージュ作り

※詳しくは申し込み受付時にお知らせします

品目 重量（t） 割合（％）
可燃物 6,031 77.17
缶・金属類 149 1.91
粗大ごみ 210 2.69
プラスチック類 102 1.31
ペットボトル 40 0.51
資源びん 161 2.06
ガラス 16 0.20

品目 重量（t） 割合（％）
陶磁器類 36 0.46
蛍光管 2 0.03
紙類 922 11.80
布類 58 0.74
瓦・レンガ等 88 1.13
合計 7,815 100.00

■平成25年度ごみ収集の内訳
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で
。
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
。（
土
・
日
・
祝
日
も
受

付
）

⒋
試
験
日
時
等

○
介
護
職
員

第
１
次
試
験（
筆
記
試
験
）

■
時
期　

9
月
21
日（
日
）

　

午
前
10
時
開
始
予
定

■
場
所　

松
阪
市
周
辺

※�
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

人
は
、
第
１
次
試
験
を
免
除
。

第
２
次
試
験（
作
文
、
面
接
試
験
）

　

日
時
等
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

○
居
宅
介
護
支
援
専
門
員

■
時
期　

８
月
中
旬
（
申
込
み
後

各
自
に
連
絡
し
ま
す
。）

■
場
所　

や
ま
び
こ
荘
（
多
気
郡

大
台
町
江
馬
２
６
０
）

※
試
験
の
方
法
は
面
接
試
験
で
す

⒌
採
用
そ
の
他

○
介
護
職
員

　

平
成
27
年
４
月
１
日
採
用
予
定
。

○
居
宅
介
護
支
援
専
門
員

　

平
成
26
年
９
月
１
日
採
用
予
定
。

　

給
与
等
は
、｢

宮
川
福
祉
施
設

組
合
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

｣

に
基
づ
き
、
給
料
、
諸
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

　

宮
川
福
祉
施
設
組
合
で
は
、
介

護
職
及
び 

居
宅
介
護
支
援
専
門

員
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

採
用
試
験
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

や
ま
び
こ
荘
人
事
担
当
係
（
☎

０
５
９
８
・
76
・
１
３
６
６
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⒈
募
集
職
種

○
介
護
職
員�

若
干
名

　

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
の
方
及

び
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人
で
、
普
通
自
動
車

免
許
を
有
す
る
人
。

○
居
宅
介
護
支
援
専
門
員

�

　

若
干
名

　

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
の
人

で
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
し
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
人
。

⒉
応
募
方
法

　

や
ま
び
こ
荘
（
多
気
郡
大
台
町

江
馬
２
６
０
）
で
交
付
す
る
申
込

用
紙
（
３
ケ
月
以
内
に
撮
影
し
た

写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
や
ま
び
こ
荘
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

⒊
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
火
）か
ら
31
日（
木
）

「
郵
送
の
場
合
は
当
日
必
着
」
ま

 

宮
川
福
祉
施
設
組
合　

職
員
の
募
集

【
７
月
１
日
〜
31
日
に
受
け
付
け
】

ど
登
記
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ

め
、
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と
、

借
金
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
訴

訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

７
月
12
日
（
土
）
※
予
約
不
要

■
時
間　

午
後
０
時
30
分
～
５
時

（
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

明
和
町
役
場　

１
階　

研
修
室

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
長　

竹
田
豊
司
法
書

士
（
☎
０
５
９
８
・
20
・
０
３
３
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

（
高
卒
者
試
験
）に
つ
い
て
、
下
記

の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
受
付
期
間　

７
月
15
日（
火
）～

24
日（
木
）当
日
消
印
有
効

■
申
込
方
法　

郵
送（
簡
易
書
留
）

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
14
日

（
日
）

■
受
験
資
格　

平
成
26
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
等
学
校
卒
業
後
２

年
以
内
の
人
及
び
平
成
27
年
３
月

末
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

※�

受
験
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.courts.

go.jp/

）で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求　

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
掲
載
の
ほ
か
最
寄
り
の
裁
判

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

津
地
方
裁
判

所
事
務
局
総
務
課
人
事
第
一
係

（
☎
０
５
９
・
２
２
６
・
４
８
７
６
）

　

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
不
動
産
の
相
続
や
売
買
な

裁
判
所
職
員
採
用

一
般
職
試
験
に
つ
い
て

７
月
12
日
は
司
法
書
士
の
日

「
無
料
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

７
月
17
日（
木
）

■
時
間　
　

午
後
６
時
〜
８
時

（
受
付
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

松
阪
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
（
松
阪
市
日
野
町

７
８
８　

カ
リ
ヨ
ン
プ
ラ
ザ
３

階
）

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
☎
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

農
地
は
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ

「
大
切
な
資
源
」
で
す
。
耕
作
放

地
と
な
っ
て
荒
れ
た
農
地
は
、

周
囲
の
優
良
な
農
地
の
迷
惑
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
不
燃
ゴ
ミ
・

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
、
冬
場

の
枯
草
火
災
を
誘
発
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

農
地
法
で
は
「
農
地
の
所
有

者
（
ま
た
は
利
用
者
）
の
『
適
正

か
つ
効
率
的
な
利
用
の
確
保
』

の
責
務
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

所
有
者
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
農
地
が
荒
れ

農
地
の
適
正
な
保
全
と
管
理
を

【
明
和
町
農
業
委
員
会
】

な
い
よ
う
、
そ
の
保
全
と
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
違
反
転
用
監
視
と
利
用
状
況

の
調
査
を
兼
ね
て
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

耕
作
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
少
な
く
と
も
年
に
２
回
以
上

の
草
刈
り
等
に
よ
っ
て
、
農
地
の

適
正
な
保
全
と
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　

◇　
　
　
　

  

◇

※
農
地
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
明

和
町
農
業
委
員
会
事
務
局（
☎
52
・

７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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い
。（
水
泳
ス
ク
ー
ル
の
参
加

費
等
の
徴
収
は
参
加
決
定
後
と

な
り
ま
す
）

※�

日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※�

詳
し
く
は
明
和
町
体
育
協
会

（
総
合
体
育
館
内
☎
52
・
７
１

３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

花
代
と
し
て
５
０
０
円
を
ご
用

意
下
さ
い
。

■
定
員　

15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
お
は
な
し
会

■
日
時　

７
月
10
日（
木
）午
前
10

時
30
分
～
11
時

■
内
容　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
も
行
い
ま

す
。

■
定
員　

な
し
、
予
約
不
要

◎
小
麦
粉
粘
土
で
あ
そ
ぼ
う
！

■
日
時　

７
月
15
日（
火
）午
前
10

時
～
11
時　

■
内
容　

小
麦
粉
か
ら
粘
土
を

作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
！

■
定
員　

15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

◎
プ
ー
ル
遊
び
を
し
よ
う
！

■
日
時　

７
月
31
日（
木
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
内
容　

暑
い
夏
！
み
ん
な
で

プ
ー
ル
に
入
っ
て
遊
び
ま
し
ょ

う
♪

■
定
員　

15
人
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
電
話
で
申
し
込
み

■
持
ち
物　

水
着
（
水
遊
び
用
紙

パ
ン
ツ
可
）、
タ
オ
ル

※
天
候
や
水
温
に
よ
っ
て
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
場
所
は
い
ず
れ
も
い
ち
ご
く
ら

ぶ
で
す
。
詳
し
く
は
、
い
ち
ご
く

ら
ぶ
（
☎
０
８
０
・
４
１
５
５
・

０
２
９
１
＝
平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
、

 http://
w

w
w

.toyotsujidou.com

）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
い
ち
ご
く
ら
ぶ
概
要
】

■
行
事
等
の
対
象
者
＝
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

■
所
在
地
＝
認
可
保
育
所
・
明
和

ゆ
た
か
保
育
園
（
大
字
斎
宮
３
５

３
５
―
１
）２
階

■
開
所
日
時
＝
土
・
日
曜
日
と
祝

日
・
年
始
を
除
く
平
日
の
午
前
９

時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

水
泳
ス
ク
ー
ル

■
日
時　

７
月
28
日
・
29
日
・
30

日
・
31
日
（
月
曜
日
～
木
曜
日,

４
日
間
コ
ー
ス
）　

午
後
０
時
30

分
～
１
時
30
分（
水
泳
時
間
）

■
場
所　

伊
勢
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル（
伊
勢
市
岩
淵
）

■
集
合
場
所
・
時
間　

明
和
町
総

合
体
育
館
前
、
午
前
11
時
40
分
集

合（
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）

■
日
程　

明
和
町
総
合
体
育
館

（
11
時
50
分
発
）→
伊
勢
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
（
水
泳
時
間
午
後
０

時
30
分
～
１
時
30
分
）
→
明
和
町

総
合
体
育
館
（
午
後
２
時
～
２
時

15
分
頃
着
）

■
対
象
者　

町
内
の
小
学
１
年
生

～
６
年
生

■
募
集
人
数　

40
人
（
先
着
順
で

は
あ
り
ま
せ
ん
、
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

■
参
加
費　

３
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時　

７
月
１
日

（
火
）～
７
日（
月
）

■
申
し
込
み
方
法　

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
総
合
体
育
館

受
付
窓
口
に
直
接
申
し
込
む
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て
受
け
付
け
ま

す
。（
参
加
費
等
は
参
加
決
定
後
、

徴
収
し
ま
す
）

※�

受
付
期
間
中
、
総
合
体
育
館
受

付
窓
口
に
あ
る
申
込
用
紙
（
幼

児
・
小
学
生
対
象
ス
ク
ー
ル
は

各
学
校
等
へ
配
布
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
参
加
費
・
保
険
料

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
い
ち
ご
く
ら
ぶ
は
、
保
育

所
や
幼
稚
園
に
未
就
園
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
各
種
行
事
な
ど
を

通
じ
て
一
緒
に
お
話
し
し
た
り
、

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
ま
た
子
育
て

な
ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る
場
で

す
。
い
ち
ご
く
ら
ぶ
で
は
、
各
種

行
事
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
植
え
を
し
よ
う

■
日
時　

７
月
８
日（
火
）午
前
10

時
～
11
時

■
内
容　

季
節
の
花
に
触
れ
な
が

ら
寄
せ
植
え
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。 未

就
園
児
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い

�

【
明
和
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
く
ら
ぶ
】

ミ
ニ
バ
ス
ス
ク
ー
ル

■
日
時　

７
月
30
日
、
８
月
６

日
・
20
日
・
27
日
（
各
水
曜
日
）　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
所　

総
合
体
育
館　

体
育
室

（
ア
リ
ー
ナ
）

■
対
象
者　

町
内
の
小
学
１
年
生

～
６
年
生

■
募
集
人
数　

先
着
30
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時　

７
月
９
日

（
水
）～
16
日（
水
）

Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ク
ー
ル

■
日
時　

８
月
２
日
・
９
日
・
16

日
・
23
日
・
30
日
（
各
土
曜
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

斎
宮
小
学
校　

体
育
館

■
対
象
者　

町
内
の
小
学
１
年
生

～
６
年
生
ま
で
の
女
子
児
童

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
日
時　

７
月
14
日

（
月
）～
21
日（
月
・
祝
）

 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室 

の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
体
育
協
会
】
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お知らせ
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

７
月
17
日

（
木
）・
８
月
22
日（
金
）＝
乳
幼
児

で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
産
後
ヨ
ガ
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

７
月
15
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
内
容　

産
後
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ

■
講
師　

ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ー
ナ

■
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ

ル
各
１
枚
、
動
き
や
す
い
服
装

（
素
足
の
で
る
も
の
）、
水
分
補
給

な
ど

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
福
祉

保
健
課（
☎
52
・
７
１
１
５
）へ

※
先
着
15
人

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

７
月
28
日（
月
）

＝
平
成
26
年
２
月
～
平
成
26
年
５

月
出
生
児
（
今
ま
で
参
加
さ
れ
た

こ
と
の
無
い
人
）

■
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し
む

育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師　

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ

ワ
ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師　

中
村
幸
美
さ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
50
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
（
必
要
な
人
は
お

茶
・
果
汁･

ミ
ル
ク
な
ど
）

■
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
子
ど

も
の
名
前
・
生
年
月
日
を
福
祉
保

健
課（
☎
52
・
７
１
１
５
）へ

　

生
涯
を
通
じ
て
健
康
を
維
持

し
、
食
べ
る
楽
し
み
を
享
受
で
き

る
よ
う
壮
年
期
か
ら
の
歯
の
喪
失

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
歯

周
病
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象　

40
歳
以
上
の
人
で
、
職

域
等
で
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会

の
な
い
人
。

■
実
施
期
間　

７
月
１
日（
火
）～

平
成
27
年
２
月
28
日（
土
）

（
各
医
療
機
関
の
診
療
日
時
）

■
申
し
込
み　

検
診
を
希
望
さ
れ

歯
周
病
検
診
の

お
知
ら
せ

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
７
月
８
日

（
火
）
＝
平
成
24
年
12
月
生
ま
れ　

②
８
月
５
日（
火
）＝
平
成
25
年
１

月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　
　

①
７
月
11
日

（
金
）
＝
平
成
23
年
12
月
生
ま
れ　

②
８
月
27
日（
水
）＝
平
成
24
年
１

月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　
　

①
７
月
29
日

（
火
）
＝
平
成
22
年
12
月
生
ま
れ　

②
８
月
26
日（
火
）＝
平
成
23
年
１

月
生
ま
れ

乳
幼
児
の
健
診
な
ど

　

場
所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

る
方
は
、
医
療
機
関
へ
事
前
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。「
歯
周
病
検
診

票
」
は
役
場
長
寿
健
康
課
と
各
実

施
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

■
実
施
機
関　

松
阪
地
区
歯
科
医

師
会
管
内
の
医
療
機
関

■
歯
周
病
検
診
の
内
容　

①�

問
診
に
よ
る
生
活
習
慣
や
自
覚

症
状
の
確
認

②�

視
診
察

③�

Ｃ
Ｐ
Ｉ
検
査（
歯
周
組
織
検
査
）

④�

歯
科
保
健
指
導

■
検
診
料
金　

無
料

※
詳
し
く
は
長
寿
健
康
課
（
☎

52
・
７
１
１
６
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

　

明
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
を
は
か
る
た
め
、

７
月
２
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
（
８

月
13
日
を
除
く
）
午
後
７
時
30
分

よ
り
「
手
話
講
習
会
」
を
明
和
の

里
で
開
催
し
ま
す
。

　

内
容
は
初
級
程
度
で
、
今
年
か

ら
テ
キ
ス
ト
も
新
し
く
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
明
和
町
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
52
・
７
０
５
６
）ま
で

手
話
講
習
会

【お知らせ】精神疾患を治療中の皆さんへ

ご存じですか　精神通院医療
自立支援医療費（精神通院医療）制度とは、精神疾患（て
んかんも含む）の治療のために、指定医療機関（各都道府
県等から指定を受けた病院等）に通院されている人を対象
に、通院医療費の 9 割までが公費で負担される制度です。
自己負担は原則 1 割ですが、一定の要件により毎月の上限
額が設定される場合があります。
■�有効期間　1 年間（毎年更新が必要）
■�対象者　統合失調症、精神作用物質による急性中毒また

はその依存症、知的障がい、精神病質その他の精神疾患
を有する人で、通院による精神医療を継続的に要する人

（入院医療は適用外）
■�対象となる医療費　診察料、薬代（精神疾患を治療する

薬以外は原則対象外）、訪問看護等

※詳しくは、福祉保健課福祉係（☎ 52・7115）へ。
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ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

■最大震度別地震回数 （平成26年５月１日〜31日）
震　度 1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 合計

全　国 125   45   15     1     1     0     0     0     0 187

明和町※     0     0     0     0     0     0     0     0     0     0

� ※役場に設置の計測震度計による。
■町内の交通事故発生状況 （平成26年５月15日現在）

平成26年４月
（概　　　数）

平成26年１月
か ら の 累 計 前年比（累計）

交通事故総件数 53件 233件 5件
人身事故件数 10件 34件 －7件

負傷者数 16人 51人 －4人
死 者 数 0人 2人 1人

物損事故件数 43件 199件 12件

■町内の治安情勢 （平成26年４月１日〜30日、概数）
手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比）

空き巣ねらい   0（　  0） オートバイ盗   0（　  0）
忍び込み   0（　  0） 自転車盗   4（　  4）
部品ねらい   0（　  0） その他   6（－  4）
車上ねらい   0（　  0） 合　　計 10（　  0）

個別医療機関で行う
がん検診及び肝炎ウイルス検診

～７月から始まります～

各種がん検診及び肝炎ウイルス検診について
　がん検診は自覚症状のない段階で早期発見されること
で、がんが治る可能性が大きく高まること、早期治療に
より、身体的・精神的・経済的な治療負担も軽減される
ことが期待されます。今年度も医療機関の協力を得て、
個別での各種がん検診（胃・肺・大腸・子宮頸部・乳・
前立腺）及び肝炎ウイルス検診を実施します。実施期間
は、７月１日（火）～平成27年２月28日（土）（各医療機
関の診療日時）です。詳しくは、全戸配布するチラシを
ご覧ください。
■受け方　受けたいがん検診を実施している病院を確認

し、予約を入れてください。がん検診（結果）票は、長
寿健康課又は、医療機関にあります。事前に検診票を
郵送希望の方はご連絡ください。健康保険証を持って
希望の医療機関で受診ください（住所地確認のため免
許証があればお持ちください）。

＊検診結果は受診された医療機関へお尋ねください。
※詳しくは長寿健康課（☎52・7116）まで。

日本脳炎予防接種のお知らせ
　日本脳炎ワクチン（旧ワクチン）の接種を積極的にお知
らせしなかった時期があったため、未接種の人について
は、20歳未満までの間、公費で受けることができます。

日本脳炎とは
　ブタなどの体内で増えた日本脳炎ウイルスが蚊によっ
て媒介され感染します。
　人から人への感染はありません。感染すると、高熱・
頭痛・嘔吐・意識障がい・けいれんなどの症状を示す急
性脳炎になります。ワクチンの種類によって、極めてま
れ（百万から数百万人に一人程度）に、脳炎や神経障がい
などの重い副反応が生じることもあります。
　日本脳炎予防接種は合計4回の接種です。

日本脳炎ワクチン 接種回数 標準的な接種年齢

第１期初回
１回目 １回 ３歳
２回目 １回 ３歳

第１期追加 １回 ４歳
第２期 １回 ９歳以上

■対象者　平成7年4月2日生まれから平成19年4月1日
生まれで接種が完了していない人

＊母子手帳で接種状況を確認してください
■接種場所　日本脳炎予防接種を実施している医療機関
（三重県内）

＊接種を希望する方は予診票が必要となりますので、福
祉保健課窓口までお越しください。
■お問い合わせ　福祉保健課　☎52・7115

７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
日
に
役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開

庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
７
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日

時　

７
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
（
各

日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心

に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、
事
前
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

http://w
w

w
.

to
w

n
.m

eiw
a

.m
ie.jp

/

）
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
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お知らせ
広報めいわ　　　　７月号平成26年

（2014年）

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
又
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
南
伊
勢
、
伊
勢
市
小
俣
町
明

野
６
８
５
、
☎
０
５
９
６
・
37
・

３
１
２
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
職
業
能
力
の
向
上
に
必

要
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
目

的
と
し
て
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
南
伊
勢
（
伊
勢
市
小
俣
町

明
野
６
８
５
）

　

☎
０
５
９
６
・
37
・
３
１
２
１

■
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

　

事
務
職　
　

若
干
名

■
受
験
資
格

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格

条
項
）に
該
当
し
な
い
人

・
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

・
採
用
後
管
内
（
松
阪
市
・
多
気

郡
）か
ら
通
勤
可
能
な
人

■
試
験
日
、
場
所

第
１
次
試
験

　

試
験
日　

９
月
21
日（
日
）

　

場　

所　

三
重
県
立
松
阪
工
業

高
等
学
校

第
２
次
試
験

　

試
験
日　

10
月
中
旬

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

■
受
験
申
込
書
の
交
付

　

受
験
申
込
書
は
、
当
事
務
組
合

総
務
課
で
７
月
１
日（
火
）か
ら
交

付
し
ま
す
。（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
）

■
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
火
）か
ら
31
日（
木
）

ま
で（
期
限
厳
守
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。
午
前
８
時
30
分
か

松
阪
飯
多
農
業
共
済

事
務
組
合
職
員
募
集

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
南
伊
勢
で

は
、
離
職
者
の
方
々
を
対
象
に
し

た
標
準
６
ヶ
月
の
職
業
訓
練
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

訓
練
職
種
、
訓
練
期
間
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

【
南
伊
勢
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
】

平成26年度 公共職業訓練受講生募集のご案内
� 南伊勢職業能力開発促進センター（ポリテクセンター南伊勢）

入所月 訓練科名 定員
（人） 訓練期間 応募締切日 入所選考日

  8月
電気設備科 15   8月19（火）～

平成27年2月12日（木） 7月17日（木） 7月25日（金）
住宅リフォーム技術科 15

  9月 テクニカル
オペレーション科 15   9月  4日（木）～

平成27年3月  5日（木） 7月31日（木） 8月  8日（金）

10月 溶接技術科 15 10月  3日（金）～
平成27年3月27日（金） 9月  4日（木） 9月12日（金）

※�応募の締切日以降でも追加募集を行う場合があります。詳しくはポリテクセンター
南伊勢までお問い合わせください。

能力開発セミナー
コース名 日程 定員

鉛フリーはんだ付け技術   7月30日～31日 10人

ドリル研削実践技術   8月25日～27日 10人

PLC 制御の回路技術～数値処理編～   9月  2日～  4日 10人

有接点シーケンス制御の実践技術   9月17日～19日 10人

２次元 CAD ～ AutoCAD ～   9月24日～26日 10人

有接点シーケンス制御による電動機制御の実務 10月  8日～10日 10人

フライス盤精密加工技術 10月21日～24日   8人

PLC 制御の回路技術～三菱 FX 編～ 10月22日～24日 10人

TIG 溶接実践技術（ステンレス鋼板材編） 10月25日～26日 10人

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

※
松
阪
飯
多
農
業
共
済
事
務
組
合

職
員
募
集
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

総
務
課
（
☎
０
５
９
８
・
38
・

３
３
３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

明
和
町
食
生
活
改
善
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、「
地
産
地
消
料
理
」

講
習
会
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　

７
月
18
日（
金
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

■
場
所　

い
つ
き
会
館
（
斎
宮
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
参
加
費　

５
０
０
円
程
度

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
申
込
期
限　

７
月
15
日（
火
）

■
申
し
込
み　

住
所
・
名
前
・
電

話
番
号
を
、
次
の
い
ず
れ
か
の
人

へ
。
①
伊
藤
小
百
合
さ
ん（
☎
52
・

６
２
２
８
）、
②
保
本
豊
子
さ
ん

（
☎
52
・
５
２
８
９
）

※
詳
し
く
は
、
前
記
申
込
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

【
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会
】

20



ご利用ください 町民バス １乗車100円（小学生以上）
※詳しくは、人権生活環境課（☎52・7117）へお問い合わせください。お知らせ

広報めいわ　　　　７月号平成26年
（2014年）

【
空
気
砲
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
】

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
空
気
砲
を
作
っ

た
り
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
ホ
ッ

ケ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
よ
う
！
！

◆
日
時　

８
月
８
日（
金
）午
前
10

時
半
～
正
午

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
生

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
し
込
み
期
間　

～
７
月
30
日

（
水
）

※
す
べ
て
の
教
室
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は
、

児
童
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・
２
５
１

９
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

す
。
特
に
、
平
日
の
午
前
は
、
乳

児
・
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育

て
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た
り

す
る
場
を
主
目
的
と
し
て
開
放
し

保
育
所

＊
保
育
補
助
員

■
賃
金　

時
給
９
１
０
円

■
勤
務
時
間　

午
前
8
時
～
午
後

４
時
45
分（
７
時
間
45
分
勤
務
）

※
時
間
外
勤
務
な
し

■
処
遇　

有
給
休
暇

■
勤
務
場
所　

な
り
ひ
ら
保
育
所

■
応
募　

ま
ず
は
電
話
連
絡
の

上
、
履
歴
書
・
免
許
の
写
し
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

明
和
町
役
場　

こ
ど
も
課

　

☎
52
・
７
１
２
３

　

児
童
セ
ン
タ
ー
（
上
村
１
４
１

９
番
地
）
は
、｢

健
全
な
遊
び
の

場
」
を
提
供
す
る
児
童
厚
生
施
設

で
す
。
乳
児
・
幼
児
か
ら
小
学

生
・
中
学
生
ま
で
利
用
で
き
ま

子
ど
も
た
ち
対
象�

各
種
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
明
和
町
児
童
セ
ン
タ
ー
】

お気軽に
ご参加を

　

明
和
町
で
は
、
町
立
保
育
所
の

嘱
託
保
育
士
・
保
育
補
助
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

＊
嘱
託
保
育
士（
フ
ル
タ
イ
ム
）

■
資
格
所
持
者　

■
賃
金　

月
額
16
万
２
３
０
０
円

■
勤
務
時
間　

全
保
育
所　

午
前

７
時
～
午
後
７
時
内
で
の
交
替
勤

務
制（
7
時
間
45
分
勤
務
）

＊
み
ど
り
保
育
所
は
毎
週
土
曜
日

勤
務
で
き
る
人
。
そ
の
他
平
日
は

相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

※�

時
間
外
勤
務
あ
り
（
月
1
回
程

度
）

■
休
暇　

週
休
2
日
制
※
土
曜
日

交
代
制
勤
務
あ
り

■
処
遇　

社
保
完
備
、
交
通
費
支

給
・
有
給
休
暇
あ
り

■
勤
務
場
所　

さ
さ
ふ
え
保
育

所
、
み
ど
り
保
育
所
、
な
り
ひ
ら

町
立
保
育
所
の
嘱
託
保
育
士
・
保
育
補
助
員
を
募
集

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

■
開
館
日
時　

月
曜
～
土
曜
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
終
日
休
館
）

７
月
募
集
の
イ
ベ
ン
ト

【
大
正
琴
演
奏
会
】

　

大
正
琴
っ
て
ど
ん
な
楽
器
？
大

正
琴
を
見
て
さ
わ
っ
て
た
し
か
め

よ
う
！

　

大
正
琴
の
演
奏
を
聞
こ
う
！

◆
日
時　

７
月
19
日（
土
）午
前
10

時
30
分
～
11
時
過
ぎ

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
生

◆
定
員　

30
人

◆
演
奏
曲　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

マ
ー
チ
・
君
を
の
せ
て
・
サ
ザ
エ

さ
ん
の
テ
ー
マ
・
ね
こ
ふ
ん

じ
ゃ
っ
た
・
手
の
ひ
ら
を
太
陽

に
・
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ

チ
ャ
・
大
き
な
古
時
計

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
し
込
み
期
間　

～
７
月
10
日

（
木
）

【
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で
風
鈴
作
り
】

　

白
い
陶
器
の
風
鈴
に
絵
付
け
を

し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
風
鈴
を
作

ろ
う
！

◆
日
時　

７
月
26
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
生

（
１
・
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で

お
願
い
し
ま
す
）

◆
定
員　

15
人

◆
参
加
費　

５
０
０
円

◆
持
ち
物　

雑
巾
、
汚
れ
て
も
い

い
服
装

◆
申
し
込
み
期
間　

～
７
月
18
日

（
金
）

【
親
子
で
絵
手
紙
う
ち
わ
つ
く
り

を
し
よ
う
】

　

な
に
も
描
い
て
い
な
い
う
ち
わ

に
自
分
の
好
き
な
絵
を
描
き
ま

し
ょ
う
。

　

ど
こ
に
も
売
っ
て
い
な
い
自
分

だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
出

来
上
が
り
！
暑
い
夏
に
最
適
！

◆
日
時　

８
月
２
日（
土
）午
前
10

時
～　

１
時
間
程
度

◆
対
象
者　

町
内
在
住
の
小
学
生

と
保
護
者
（
子
ど
も
だ
け
の
参
加

も
構
い
ま
せ
ん
）

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
費　

う
ち
わ
１
本
に
つ
き

１
０
０
円
（
多
く
描
き
た
い
方
は

本
数
分
の
参
加
費
）

◆
持
ち
物　

油
性
マ
ジ
ッ
ク
、
絵

の
具
セ
ッ
ト
（
絵
の
具
は
、
少
数

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

◆
申
し
込
み
期
間　

～
７
月
25
日

（
金
）

伊勢市二見町  TEL.0596-43-2300 

毎月3日は
明和の日!

（ご住所のわかる物を入場券購入時にご提示ください）

明和町民なら
になります!

（税込）（税込）

大人通常3,900円が
通行手形通行手形 全年齢 1,000円1,000円1,000円

（有料広告）
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三
重
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主

催
の
第
３
種
公
認
審
判
員
・
記
録

員
の
講
習
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
審
判
員
、

記
録
員
の
資
格
を
取
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
取
得
後
も
親
切
丁
寧
に
指

導
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
23
日（
火
・
祝
）

■
会
場

　

学
科　

明
和
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

会
議
室

　

実
技　

明
和
中
学
校

　
　
　
　

第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
詳
し
く
は
、
多
気
郡
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局　

浅
尾　

健

さ
ん（
☎
52
・
０
８
０
７
）ま
で
。

第
３
種
公
認
審
判
員
・

記
録
員
講
習
会
の
開
催

　
（
独
）水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

増
養
殖
研
究
所
で
は
、
研
究
所
の

仕
事
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
以
下
の
と
お
り
一
般
公
開

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
、
事

前
申
込
は
不
要
で
す
。
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

玉
城
庁
舎
一
般
公
開

■
日
時　

７
月
26
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
３
時
（
荒
天
時
は
翌
日

順
延
の
場
合
あ
り
）

■
場
所　

増
養
殖
研
究
所
玉
城
庁

舎
（
度
会
郡
玉
城
町
昼
田
２
２
４

―
１
）

■
駐
車
場　

有

■
内
容　

当
所
の
研
究
の
わ
か
り

や
す
い
紹
介
・
展
示
の
ほ
か
、

タ
ッ
チ
プ
ー
ル
、
海
藻
の
し
お
り

作
り
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等
、
楽
し

い
企
画
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

■
連
絡
先　

独
立
行
政
法
人
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
増
養
殖
研
究

所業
務
推
進
課
（
☎
０
５
９
９
・

66
・
１
８
３
０
）

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://nria.
fra.affrc.go.jp/index.htm

l

増
養
殖
研
究
所

一
般
公
開

■日時と内容　①７月７日（月）　午前９時30分〜正午＝
行政相談・心配ごと相談、②７月22日（火）　午後１時
30分〜4時＝心配ごと相談、③８月４日（月）　午前９
時30分〜正午＝行政相談・心配ごと相談、④８月18日
（月）　午後１時30分〜４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）へお
問い合わせください。

７月と８月の行政相談・心配ごと相談
明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消費

生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり開設
します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　①７月８日（火）、②８月12日（火）　時間は、各
日とも午前10時〜正午・午後１時〜３時

■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係
　（☎52・7117）へお問い合わせください。

７月と８月の「消費生活相談」窓口の開設

交通事故無料相談会の開設（７月・８月）
　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣員によ
る交通事故（過失割合の判例、示談の仕方・進め方、賠
償請求と賠償額の算定、その他相談等）の相談会を次の
通り開催します。
　皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　
　７月９日（水）午後１時〜３時　※１人１時間
　　【要予約】申込期限７月８日（火）午後５時
　　※土曜日・祝日・休日を除く。
　８月13日（水）午後１時〜３時　※１人１時間
　　【要予約】申込期限８月12日（火）午後５時
　　※土曜日・祝日・休日を除く。
■場所　明和町保健福祉センター
※�詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係（☎52・

7117）へお問い合わせください。

～夏休み親子防災啓発事業～

「親子でぼうさい体験　松阪ぼうさいフェスタ」開催 !!
　防災すごろく、ストローハウスづくり、地震体験など
スタンプラリーを行います。
　スタンプを集めると防災グッズをプレゼントします。
■日時　８月２日（土）　午後１時～４時　【雨天決行】
■場所　�三重県立みえこどもの城�  

（松阪市立野町1291　中部台運動公園内）
■対象者　小学生とその保護者
■参加費　無料
■参加申込　開催日当日に受付します。
■実施主体　三重県
■連絡先　松阪市高町138
　三重県松阪地域防災総合事務所�  
　地域調整防災室　地域防災課
　☎0598・50・0503�
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●読み聞かせ
　ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞かせを次
のとおり行います。たのしいおはなしがいっぱいあるよ。
○今月のおはなし会
【「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ】
■内容　絵　本「ごめんなさい」
　　　　　　　　「ぼくんちのペット」
　　　　紙芝居「おしゃれおばけ」
■日時　７月27日（日）午後２時～
■場所　ふるさと会館１階児童室
【「会館スタッフ」による読み聞かせ】
■日時　７月24日（木）午前11時～
■場所　ふるさと会館１階児童室
【「てんとうむし」による読み聞かせ】
お休みです。
○「夏やすみおはなし会」の開催
　夏休み期間中、毎週火曜日の午後３時から「夏やすみ
おはなし会」を開催します。
■開催日　７月29日、８月５日、12日、19日、26日
■時間　午後３時30分～４時
■内容　絵本、物語などの読みきかせ、紙芝居
○特別展「押し花展」
■期間　７月13日（日）まで
■場所　ふるさと会館２階特別展示コーナー
○「伊勢ギーク・フェアー」の開催
■日時　７月26日（土）午後１時～４時30分
■場所　ふるさと会館２階多目的室
■内容　電子工作作品、木工作品、レゴ、ロボット等々
の作品を募集・展示します。
　ギークというのは、プログラミングや電子工作に精通
した人のことをいいます。
　珍しい展示会です。
○書庫開放…書庫で読みたい本を探せます。
■開放日　７月１日（火）、13日（日）午前11時～正午
■募集　募集中です。日を指定しお申込みください。
■募集人数　各日２人～３人（先着順）
○「小学生の職場体験」実施について
　８月19日（火）から、小学６年生を対象とした「職場体
験」を実施します。
　夏休み前に、各学校に申込用紙を送付しますので、必
要事項を記入して申し込んでください。受付は７月24日

（木）からです。募集人数は14～15人の予定です。
○７月の休館日
７日（月）、14日（月）、22日（火）、28日（月）、31日（木
／月末整理日）
７月21日（月／海の日）は祝日開館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問い合わ
せください。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ
☆いつきのみやの夏『七夕祭』四季展示のご案内�
　いつきのみや歴史体験館では四季に合わせて五節句の
展示を行なっています。
　今回は平安時代にはどのような七夕をしていたのか、
パネルなどで展示をします。体験コーナーもあり子ども
から大人まで楽しめます。
　期間中は、七夕をもっと楽し
んでもらえるように７月２日

（水）に織姫体験ができる機織り
講座や７月６日（日）にはおはな
し会なども開催します。
　講座などは要予約ですのでお
気軽にお問い合わせください。

■開催期間　
　～７月10日（木）

☆夏休み子ども企画　毛糸で織ってみよう！�
　機織り体験を気軽に楽しみましょう！
機を使わず、身近にある箱を使って毛糸でコースターを
織ります。
　小学生対象にさせていただきますので、夏休みに体験
してみてはいかがですか。

■体験日時
　７月27日（日）
　①午前10時～正午　
　②午後１時30分～3時30分
■定員
　各15人（先着順）
■料金　500円
＊小学生限定企画となります。
　小学３年生以下は保護者同伴
でお願いします。

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎52・3890）まで

いつきのみや歴史体験館からお知らせ

（有料広告）
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今月号の主な内容

年

６月７日、斎王まつり前夜祭の様子。前年度斎王の古川さんから本年度斎王の伊藤さんに檜扇を手渡しました。
詳しくは本紙２頁をご覧ください。

●まちの話題：第32回斎王まつりなど………………………… 2P～

●まちの話題：小学校で運動会………………………………… 4P

●ひと・まち・ふれあい企画　手作り教室などのご案内……12P～

●各種スポーツ教室参加者募集ほか……………………………16P

●明和町行政チャンネル番組表ほか……………………………20P
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※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午（午後
０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。

　詳しくは、防災企画課（　 52・7112）へお問い合わせください。
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明和町行政チャンネル番組表 〈6月26日（木）～7月31日（木）〉

（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、
お客様に満足いただくサービスをご提供します。

安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。
お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

例：合併浄化槽10人槽までの場合　( 特 殊な場 合を除きます) 年3回点検で11,500円
比べてください のお値段！ お見積は無料！浄化槽保守点検

放送時間・番組
  6：00

00分　～　明和ニュース
10分頃～　明和とぴっくす
40分頃～　文字放送
50分頃～　お天気
※繰り返し放送

ゴーゴーはつらつ体操
放送時刻

  7：55、10：55、13：55、
16：55、19：55、22：55 

  7：00
  8：00
  9：00
10：00
11：00
12：00
13：00
14：00
15：00
16：00
17：00
18：00
19：00
20：00
21：00
22：00
23：00
  0：00
  1：00～ お天気

放送期間 番組内容

6月26日（木）～
7月  3日（木）

●明和ニュース：①明和町老人クラブ連合会 ミニ運動会
　　　　　　　　②人権センター楽しい手作り教室
　　　　　　　　　「パンを作ろう！」 ほか
●明和とぴっくす：町長定例記者会見

7月  3日（木）～
7月10日（木）

●明和ニュース：①社明運動 法務大臣メッセージ伝達式
　　　　　　　　②前野浅間行事 ほか
●明和とぴっくす：スポーツ少年団の紹介
　　　　　　　　　～明和エアージャム、明和空手道～

7月10日（木）～
7月17日（木）

●明和ニュース：①こども園名称審査会
　　　　　　　　②サポートセンター交流会 ほか
●明和とぴっくす：明和町老人クラブ連合会 ミニ運動会

7月17日（木）～
7月24日（木）

●明和ニュース：①上村天王祭
　　　　　　　　②算所の祇園祭 ほか
●明和とぴっくす：①第32回 斎王まつり
　　　　　　　　②スポーツ少年団の紹介
　　　　　　　　　～明和フットボールクラブ～

7月24日（木）～
7月31日（木）

●明和ニュース：①宇爾桜神社かんこ踊り
　　　　　　　　②蓑村虫送り ほか
●明和とぴっくす：スポーツ少年団の紹介
　　　　　　　　　～明和町剣道スポーツ少年団～
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